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単頭キネシンとして， N末340アミノ酸配列(モータードメイン)である K340， K340から 11残基のネックを持つK
351, K340に 11残基のランダムコイルをつけたK340-chain，そして双頭キネシンとしてK411を発現させf それぞれ
の C末のシステイン残基をピオチン化してアビジンビーズに固定した。このビーズの微小管上の動きを，光ピンセッ
トを用いた， nm ，pN計測システムによって検出した。
単頭キネシン K351 は， 2pN <の低負荷において最大速度--800nm/s で運動し， 5pN>の高負荷においては8nm
を単位とするステップ状の変位がみられた。同様の結果はK411でも計測されたため， K351 は双頭キネシンと同等の
運動特性があることがわかった。しかし， トラップを遮断すると K351 は，双頭キネシンほど連続的に運動を行うこ
とができなかった。また， 340残基まで削ると運動性が大きく損なわれたが(K340:最大速度<50nm/s， 力 <2pN) , 












によって調べている。この結果，遺伝子工学的手法を用いて作製した単頭キネシンK351 は，双頭キネシン K411 と同
等の運動特性があることが明らかとなった。しかし， トラップを遮断すると K351 は，双頭キネシンほど連続的に運







さらに論文の発表においては， 1 分子の双頭キネシンによる運動に続いて l 分子の単頭キネシンによるものと思わ
れる運動がビデオで示された。 4nmx 4nm x 7nm しかないキネシン頭部が 1 分子で8nmステップを連続的に行うとい
う結果は，運動のメカニズムを考える上で重要な発見であると共に， タンパク間相互作用一般にも重要な情報となる
であろう。したがって本論文は博士(理学)の学位論文として価値あるものと認める。
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